
あなたと町政をむすぶ議会情報誌

2015年11月（第147号）

（滋賀県多賀町）

運動会の玉入れ～どちらがたくさん入ったかな？(たきのみや保育園)

・２６年度の決算を審査
・９月定例議会
・町長の行政報告

・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

２
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・委員会審議
・町政を問う(一般質問)
・たがいいとこ再発見！！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・　

・・・・　
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3 議会広報 たが　２０１５年１１月 2議会広報 たが　２０１５年１１月

決算額　49億 8,072万円決算額　49億 8,072万円決算額　49億 8,072万円
26
年
度

決
算
を

審
査

26
年
度

決
算
を

審
査

26
年
度

決
算
を

審
査

法人税が増収　　　国・県の制度を活用法人税が増収　　　国・県の制度を活用法人税が増収　　　国・県の制度を活用法人税が増収　　　国・県の制度を活用法人税が増収　　　国・県の制度を活用法人税が増収　　　国・県の制度を活用

決算額　４６億 ７,８１６万円決算額　４６億 ７,８１６万円決算額　４６億 ７,８１６万円
子育て支援など民生費が増加

　　　　　　　　　　住民生活の安全安心を確保
子育て支援など民生費が増加

　　　　　　　　　　住民生活の安全安心を確保
子育て支援など民生費が増加

　　　　　　　　　　住民生活の安全安心を確保

子育て支援など民生費が増加
　　　　　　　　　　住民生活の安全安心を確保
子育て支援など民生費が増加

　　　　　　　　　　住民生活の安全安心を確保
子育て支援など民生費が増加

　　　　　　　　　　住民生活の安全安心を確保

歳
入
歳
入
歳
入

歳
出
歳
出
歳
出

・前年度からの繰越金 ……… ２億8,138万円
・他会計からの繰入金 ……… １億8,642万円
・諸収入 ……………………… １億　723万円
・分担金・負担金 ………………… 5,913万円
・使用料・手数料 ………………… 1,962万円
・財産収入 ……………………………  579万円
・寄付金 …………………………… 1,357万円

教育・子育て (学校教育など)

健康づくり・福祉

１１億
 ６,４４９万円

１５億２４１万円

６億９,９４６万円
・幼稚園 …………………………… 4,587万円
・小学校 ……………………… １億7,894万円
・中学校 ……………………… １億2,243万円
・生涯学習 …………………… ２億7,265万円
・事務費 …………………………… 7,957万円

借入れ金（地方債の新規発行）

５億４,６７４万円
・臨時財政対策債 …………… ２億4,104万円
・一般事業 …………………… １億5,000万円
・施設整備事業 …………………… 6,400万円
・その他 …………………………… 9,170万円

防災・行政事務・その他

７億８,８３１万円

４億
 ２,６８５万円

・総務費 ……………………… ５億7,810万円
・消防費 ……………………… １億7,976万円
・災害復旧 ………………………… 3,055万円

将来への積立て

９,６５０万円
・中央公民館建設 … 8,178万円
・まちづくり基金
　　　　　 … 1,320万円
・その他 …… 152万円

（子育て、障害福祉など）

まちづくり

・子育て・保育 …… ４億5,755万円
・社会福祉 ………… ６億7,056万円
・保健衛生 ………… ３億7,430万円

地方債の返済
（元金・利子）

前年度残高

新規借入れ
返　　済（元金）

地方債残高

　合　　計

６２億２,９７５万円

+ ３億２,７４０万円
- ２億３,７２３万円

６３億１,９９２万円

一般会計の事業区　　分 特別会計の事業（上下水道）

４９億１,５３４万円

+ ５億４,６７４万円
- ３億６,６０８万円

５０億９,６００万円

町　税

１８億９,６１８万円

その他 ６億７,３１４万円

・住民税（個人）（法人） 
 　　　　　……… ７億1,055万円
・固定資産税 … １１億1,480万円
・軽自動車税 ………… 2,238万円
・たばこ税 …………… 4,729万円
　　　・鉱産税 ………… 116万円

決 算 委 員 会 　 決 算 委 員 会

地方交付税

９億
１,０７２万円

市町村の均衡を
はかるための交付金

国庫支出金

４億１,１４４万円

国が使用目的を
　　特定した交付金

県支出金

３億８,６３９万円

県が使用目的を
　　特定した交付金

約２億円の減少
（前年度比）

約２億円の減少
（前年度比）

１１４億１,５９２万円

中央公民館建設基金

まちづくり基金

元気臨時交付金基金

社会福祉基金

６億４,２３０万円

１,２７０万円

０円

１億２,１５２万円

積立て額（ ▼ は使った額）名　　称 ２６年度末残高

８,１７８万円

１,０７６万円

▼ １億５,２２０万円

▼ １,３２５万円

地方債
（借入れ）

基　金
（積立て）

川相生活改善センター

子育て支援

ゾーン30 自然体験宿泊施設

自自
主主

財財

源源

依依
存存

財財

源源

5 1.6％5 1.6 ％5 1.6 ％4 8.4 ％4 8.4 ％4 8.4 ％

歳入
地方交付税
18.3％

地方交付税
18.3％

地方交付税
18.3％

町税
38.1％
町税

38.1％
町税

38.1％

県支出金
7.8％
県支出金
7.8％

国庫支出金
8.3％

国庫支出金
8.3％

その他 0.4％その他 0.4％

借入金(町債)
11.0％

借入金(町債)
11.0％

繰入金 3.7％繰入金 3.7％
諸収入 2.2％諸収入 2.2％

分担金及び負担金 1.2％分担金及び負担金 1.2％
使用料・手数料など 0.4％使用料・手数料など 0.4％

繰越金 5.6％繰越金 5.6％

その他
 3.0％
その他
 3.0％

歳出

教育費
14.9％
教育費
14.9％
教育費
14.9％

土木費
15.2％
土木費
15.2％
土木費
15.2％

民生費
24.1％
民生費
24.1％

衛生費
8.0％
衛生費
8.0％

総務費
12.4％
総務費
12.4％

借入金返済
（公債費）
9.1％

借入金返済
（公債費）
9.1％

農林水産費
7.1％

農林水産費
7.1％

商工費
1.0％
商工費
1.0％

消防費 3.8％消防費 3.8％
議会費 1.6％議会費 1.6％

その他 2.8％その他 2.8％

放課後児童クラブの様子
デジタル
教科書

ゾーン30

・土木費 … ７億1,138万円
・農林水産業費
　　　 …………… ３億3,133万円
・商工費 ……………… 4,618万円
・議会費 ……………… 7,560万円
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決 算 委 員 会 決 算 委 員 会

答答

答答答

答答

答答答

答

答答答

答

答答答

　
通
学
費
負
担
の

　
　
　
　
　
　
　
内
訳
は

　
　
バ
ス
通
学
の
費
用
を
負

　
担
し
て
い
る
。
年
間
11
万

　
円
を
47
人
分
。
年
間
３
万

　
円
を
４
人
分
負
担
し
た
。

　
幼
児
教
育
あ
り
方
検
討

　
　
　
委
員
会
の
議
題
は

　
　
待
機
児
童
対
策
、
幼
児

　
教
育
施
設
の
あ
り
方
、
山

　
間
地
域
で
の
人
口
減
少
。

　
特
別
支
援
教
員
の

　
　
　
　
　
　
　
配
置
は

　
　
多
賀
小
に
６
人
、
大
滝

　
小
に
２
人
の
支
援
教
員
を

　
配
置
し
た
。

　
文
化
財
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　
対
象
は

　
　
土
田
遺
跡
の
発
掘
、
石

　
仏
谷
墓
跡
な
ど
の
測
量
調

　
査
、
胡
宮
神
社
社
務
所
庭

　
園
の
保
存
管
理
計
画
策
定
。

　
中
学
生
海
外
派
遣
の

　
　
　
　
　
　
　
内
容
は

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に  

　
14
人
を
派
遣
し
た
。

　
福
祉
医
療
費
の

　
　
　
　
　
　
　
内
訳
は

　
　
子
育
て
医
療
費
（
小
中

　
学
生
）
１
３
４
６
万
円
。

　
乳
幼
児 

１
１
７
０
万
円
。

　
障
が
い
者 

２
１
７
４
万

　
円
で
あ
る
。

　
長
寿
祝
い
金
は

　
　
満
90
歳
の
35
人
に
１
万

　
円
。
満
95
歳
の
14
人
に
３

　
万
円
。
満
百
歳
の
２
人
に

　
10
万
円
を
贈
っ
た
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
内
容
は

　
　
自
炊
が
困
難
な
ひ
と
り

　
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
対
象
。

　
一
食
６
０
０
円
で
、
年
間

　
２
０
０
０
食
を
配
っ
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
　
助
成
対
象
数
は

　
　
助
成
し
た
の
は
、
30
人

　
以
下
の
９
団
体
。
30
人
以

　
上
の
20
団
体
で
あ
る
。

　
各
種
検
診
の

　
　
　
　
　
受
診
者
数
は

　
　
20
～
39
歳
の
生
活
習
慣

　
病
検
診
は
50
人
。

　
が
ん
検
診
は
１
９
８
４
人
。

　
結
核
検
診
は
、
６
３
６
人
。

　
乳
幼
児
の
予
防
接
種
は
、

　
１
４
６
７
人
。

　
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
ザ
は
、
１
７
１
９
人
。

　
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の

　
　
　
　
　
　
利
用
率
は

　
　
３
路
線
（
河
内
線
、
大

　
君
ケ
畑
線
、
萱
原
線
）
で

　
８
３
９
７
人
の
利
用
。

　
前
年
度
比
で
21
・
3
％
の

　
増
加
と
な
っ
た
。

　
利
便
性
向
上
の
た
め
、
停

　
留
所
の
増
設
や
、
回
数
券

　
の
販
売
を
実
施
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援

　
　
　
交
付
金
の
実
績
は

　
　
計
画
に
基
づ
い
た
自
主

　
的
な
自
治
活
動
に
対
し
交

　
付
さ
れ
る
。
35
集
落
に
交

　
付
し
た
。
集
落
の
活
性
化

　
が
図
ら
れ
た
。

　
若
者
定
住
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
の
内
容
は

　
　
住
宅
を
新
築
し
た
り
、

　
多
世
代
同
居
の
た
め
の
増

　
築
を
し
た
若
者
に
対
し
、

　
固
定
資
産
税
を
３
年
間
助

　
成
す
る
。
継
続
分
74
件
、

　
新
規
分
35
件
、
合
計
で
７

　
３
１
万
円
を
助
成
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
　

　
　
　
記
念
品
の
内
容
は

　
　
年
間
で
１
２
７
１
万
円

　
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、
町

　
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ
た
。

　
多
賀
町
産
米
（
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
）

　

が
好
評
を
得
て
、
１
０
０

　
０
件
の
希
望
が
あ
っ
た
。

　
が
ん
ば
る
商
店
応
援

　
　
　
　
補
助
の
内
訳
は

　
　
新
規
開
業
が
３
件
で
６

　
５
２
万
円
。
店
の
し
つ
ら

　
え
改
修
が
１
件
で
１
０
０

　
万
円
。
三
種
の
神
器
改
修

　
が
１
件
で
10
万
円
を
補
助

　
し
た
。

　
鳥
獣
害
防
止
対
策
の

　
　
　
　
　
　
　
内
容
は

　
　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
被
害
対

　
策
と
し
て
、
囲
い
ワ
ナ
、

　
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
、
捕

　
獲
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
た
。

　
年
間
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
８
１
６
頭
、
イ
ノ
シ
シ
81

　
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
20
頭
を

　
捕
獲
し
た
。

　
「
や
ま
の
こ
」

　
　
　
　
事
業
の
実
績
は

　
　
多
賀
小
、
大
滝
小
も
含

　
め
、
25
校
、
１
１
５
９
人

　
の
児
童
を
受
け
入
れ
た
。

　
間
伐
材
製
品
の
利
用
は

　
　
木
製
の
机
を
製
作
し
、

　
小
学
校
へ
57
台
、
中
学
校

　
へ
83
台
を
配
布
し
た
。

教育・生涯学習教育・生涯学習教育・生涯学習教育・生涯学習教育・生涯学習教育・生涯学習
（学校教育費・社会教育費）（学校教育費・社会教育費）（学校教育費・社会教育費）（学校教育費・社会教育費）

（民生費・衛生費）（民生費・衛生費）（民生費・衛生費）（民生費・衛生費）

（消防費・総務費）（消防費・総務費）（消防費・総務費）（消防費・総務費）

ま ち づ く りま ち づ く りま ち づ く りま ち づ く りま ち づ く りま ち づ く り
（商工費・農林水産業費    
       ・土木費・議会費）
（商工費・農林水産業費    
       ・土木費・議会費）

（商工費・農林水産業費    
       ・土木費・議会費）
（商工費・農林水産業費    
       ・土木費・議会費）

６０４

６,３３６

３９７

１,２３３

５６８

７７８

４９７

１,３５０

８２

３３

１５

１,２０１

２,５３４

中学生海外派遣事業

ＩＣＴ設備の整備

ＡＬＴ教員の配置

特別支援教員の配置（小・中）

通学費負担金（多賀中）

プール解体（多賀中）

獣害フェンス整備（多賀中）

非常階段の設置（多賀小）

幼稚園防犯カメラ

幼児教育あり方検討委員会

生涯学習あり方検討委員会

文化財調査（土田遺跡など）

あけぼのパーク改修工事

（万円）おもな決算項目

７,００６

２,９４３

６,９５７

９３

９８

２０２

８４８

１００

６,１３３

３,７４６

１５６

１,５６３

８９１

放課後児童クラブ建設

川相生活改善センター改修

福祉医療助成

保育園防犯カメラ

長寿祝い金

配食サービス委託

シルバー人材センター補助金

老人クラブ助成

斎場改修工事

各種予防接種・検診

不妊治療補助

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時給付金

（万円）おもな決算項目

１,７０７

４,１４２

１,１８７

１,７５４

７３１

１,４１１

６１１

１,６３０

３,７３７

９８１

１７２

６３

４９５

愛のりタクシー事業負担金

コミュニティーバス運行補助

マイナンバー法システム整備

まちづくり活動支援交付金

若者定住支援

福祉バス購入

ふるさと納税記念品

６町システム共同化

芹谷消防センター建設

防火水槽整備（１基）

小型動力ポンプ（１台）

災害用備蓄品の購入

「広報たが」発行

（万円）おもな決算項目

７６２

　６４６

５００

７７０

２６８

５９５

９９５

６,２３９

８６０

４１８

　３億１,９８８

８,３２３

３,０５５

１７８

がんばる商店応援補助金

住宅リフォーム補助

多賀観光協会運営補助

商工会運営補助

近江の地獄めぐり事業委託

環境保全型農業交付金

鳥獣害対策事業補助金

自然体験宿泊施設（２期工事）

森林環境学習事業（やまのこ）

間伐材製品利用促進

道路・橋梁工事

急傾斜対策工事（八重練地先）

災害復旧工事（河内地先）

議会中継放送設備

（万円）おもな決算項目

がんばる商店応援

木製の机セット

中学生の海外派遣

愛のりタクシー

改修前

防災・行政事務防災・行政事務防災・行政事務防災・行政事務防災・行政事務防災・行政事務

健康づくり・福祉健康づくり・福祉健康づくり・福祉健康づくり・福祉健康づくり・福祉健康づくり・福祉
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臨 時 議 会 　 行 政 報 告

補
正
予
算
を
審
査
・
可
決

問答

答答

問答

　
◎ 

27
年
度
一
般
会
計
　
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
４
６
８
０
万
円 

増

（万円）おもな事業名

９月 定 例 議 会

９
月
定
例
議
会

９
月
定
例
議
会

９
月
定
例
議
会

◎
一
般
会
計

・
歳
入
決
算
　

　
　
　
49
億
８
０
７
２
万
円

・
歳
出
決
算

　
　
　
46
億
７
８
１
６
万
円

◎
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど

　
　
　
（
↓
８
ペ
ー
ジ
）

・
水
道
事
業
な
ど

　
　
　
（
↓
９
ペ
ー
ジ
）

　
さ
さ
ゆ
り
保
育
園

　
　
建
築
工
事
費
の
追
加

◎
27
年
度
の
一
般
会
計

　
　
　
１
４
０
０
万
円 

増

　
◎
監
査
委
員
の
報
告

　
・
収
支
は
２
億
５
９
３
５

　
　
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

　
・
自
主
財
源
は
51
％
と
前

　
　
年
度
に
比
べ
増
加
。

　
・
人
件
費
が
減
少
し
、
経

　
　
費
削
減
に
努
め
て
い
る
。

　
・
地
方
債
残
高
が
上
昇
し
、

　
　
慎
重
な
対
応
を
。

　
・
健
全
化
判
断
比
率
は
基

　
　
準
以
下
で
良
好
な
状
態
。

　
　
　
代
表
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
寺
西
久
和

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
　

　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
す

◎
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

・
行
政
機
関
は
、
個
人
を
識

　
別
す
る
番
号
と
、「
特
定
個

　
人
情
報
」
が
記
載
さ
れ
た

　
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
。

◎
利
用
停
止
請
求

・
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
個

　
人
情
報
が
保
有
さ
れ
て
い

　
る
と
き
、
情
報
の
利
用
停

　
止
・
消
去
を
請
求
で
き
る
。

　
環
境
対
応
企
業
へ
の

　
　
　
　
　
課
税
が
軽
減

◎
「
わ
が
ま
ち
特
例
」
導
入

（
地
方
税
に
つ
い
て
自
治
体

　
が
条
例
で
決
定
で
き
る
）

・
水
質
汚
濁
防
止
施
設

・
大
気
汚
染
物
質
抑
制
施
設

・
土
壌
汚
染
物
質
抑
制
施
設

・
下
水
道
除
外
施
設

・
ノ
ン
フ
ロ
ン
製
品

・
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅

　
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
　
　
紛
失
時
の
再
交
付

◎
通
知
カ
ー
ド

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
取

　
る
た
め
の
引
換
え
カ
ー
ド

　
が
送
付
さ
れ
る
。

・
再
交
付
料
　
　
５
０
０
円

◎
個
人
番
号
カ
ー
ド

・
顔
写
真
入
り
で
、
個
人
番

　
号
が
記
載
さ
れ
る
。

・
暗
証
番
号
を
持
つ
。

・
再
交
付
料
　
　
８
０
０
円

　
　
福
本
　
香
苗
　
氏

　
　
　
　
　
（
敏
満
寺
）

　
　
西
河
　
仲
市
　
氏

　
　
　
　
　
（
佐
　
目
）

◎
高
浜
原
発
の
再
稼
働
に
関

　
す
る
意
見
書

　
◎
す
ぐ
れ
た
指
導
力

　
　
　
　
　
　
洞
察
力

　
・
多
賀
町
議
会
議
員

　
　
　
　
（
４
期
）

　
　
　
　
（
議
会
議
長
を
４
年
間
）

　
・
多
賀
町
長
（
３
期
）

◎
中
川
氏
の
功
績

・
工
業
団
地
の
造
成

・
ほ
場
整
備
事
業

・
公
共
下
水
道
の
整
備

・
犬
上
ハ
ー
ト
フ
ル

　
　
　
セ
ン
タ
ー
の
設
立

・
多
賀
町
史
の
編
纂

・
小
学
校
の
統
合

・
商
工
観
光
に
尽
力

個
人
情
報
保
護
条
例
が

　 

　
改
正
さ
れ
ま
し
た

税
条
例
が

　
改
正
さ
れ
ま
し
た

26
年
度
の
決
算
を

審
査
・
認
定
し
ま
し
た

補
正
予
算
を
審
査
・

　
　
可
決
し
ま
し
た

教
育
委
員
に

　
再
任
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
推
薦
し
ま
し
た

意
見
書
を
国
へ

　
　
　
提
出
し
ま
す

９　　
　４ ５

９　
　29

～

臨
時
議
会

臨
時
議
会

臨
時
議
会

７　　
　１５

どう使われたか
　　　私たちの税金
どう使われたか
　　　私たちの税金
どう使われたか
　　　私たちの税金
どう使われたか
　　　私たちの税金
どう使われたか
　　　私たちの税金
どう使われたか
　　　私たちの税金
どう使われたか
　　　私たちの税金
どう使われたか
　　　私たちの税金

手
数
料
条
例
が

　
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
　
全
国
的
に
ふ
る
さ
と
納
　

　
税
の
記
念
品
が
過
熱
し
て
　

　
い
る
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　
地
方
の
特
産
物
は
流
　

　
通
に
の
り
に
く
い
。
記
　

　
念
品
の
多
賀
町
産
米
を
　

　
町
外
の
方
に
食
べ
て
い
　

　
た
だ
く
こ
と
で
リ
ピ
ー
　

　
タ
ー
を
増
や
し
、
産
業
　

　
振
興
に
つ
な
が
る
と
考
　

　
え
る
。

　
　
新
入
生
へ
の
助
成
内
容

　
と
、
今
後
は
。

　
　
新
小
学
１
年
生
に
ラ

　
ン
リ
ュ
ッ
ク
を
、
新
中

　
学
１
年
生
に
ス
ポ
ー
ツ

　
バ
ッ
グ
を
助
成
す
る
。

　
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

答

花ごよみ観察会 (5/31)

◎ 財政健全化の指標

基準 

15.0

25.0

350.0

２６年度 

―

 3.6

27.2

（％）
◎ 財産区の決算

（万円）

　区　分

多賀財産区

大滝財産区

霊仙財産区

歳入 

１４

１０１

４７

歳出

９

４０

５

収支

５

６１

４２

故 

中
川 

泰
三 

氏（
元
町
長
） 

を 

名
誉
町
民
に

故 

中
川 

泰
三 

氏（
元
町
長
） 

を 

名
誉
町
民
に

故 

中
川 

泰
三 

氏（
元
町
長
） 

を 

名
誉
町
民
に

故 

中
川 

泰
三 

氏（
元
町
長
） 

を 

名
誉
町
民
に

・
多
賀
絵
馬
通
り
線
の
道
路

改
良
は
、
多
賀
大
社
鳥
居
前

か
ら
１
９
０
ｍ
を
予
定
し
て

い
る
。

・
（
仮
称
）
多
賀
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
計
画

が
、
全
国
17
カ
所
の
準
備
調

査
箇
所
に
選
定
さ
れ
た
。

　
８
月
に
は
、
国
・
県
・
ネ

ク
ス
コ
、
町
に
よ
る
準
備
会

が
開
か
れ
た
。

・
ク
マ
に
よ
る
人
身
事
故
以

来
、
子
ど
も
の
登
下
校
時
の

安
全
対
策
と
し
て
見
守
り
、

広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

・
多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
で

は
、
増
築
工
事
を
予
定
し
、

来
年
３
月
の
完
成
を
目
指
す
。

・
子
ど
も
・
家
庭
応
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
臨
床
心
理
士
や

学
校
相
談
員
が
い
じ
め
や
虐

待
を
な
く
す
た
め
の
相
談
に

応
じ
て
い
る
。

・
町
制
60
周
年
の
記
念
行
事

と
し
て
、
大
君
ケ
畑
の
花
ご

よ
み
観
察
会
を
開
催
し
た
。

7号踏切（多賀・土田地先）

　
育
児
支
援
助
成
の

　
　
　
　
　
　
内
容
は

　
　
紙
お
む
つ
と
ミ
ル
ク
の

　
助
成
で
、
満
２
歳
ま
で
支

　
給
対
象
を
拡
大
す
る
。

　
鳥
獣
害
対
策
の

　
　
　
　
　
　
内
容
は

　
　
ク
マ
の
出
没
注
意
看
板
、

　
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

　
檻
を
購
入
す
る
。

　
ク
マ
の
注
意
看
板
は
、
登

　
山
口
や
林
道
沿
線
に
設
置

　
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
補
正
予
算
を

　
審
査
・
可
決
し
ま
し
た

　
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
が

　
　
　
増
改
築
さ
れ
ま
す
。

　
◎
27
年
度
　
一
般
会
計

　
　
　
４
１
６
３
万
円 

増

　
道
路
測
量
設
計
の

　
　
　
　
　
　
内
容
は

　
　
近
江
鉄
道
の
踏
切
付
近

　
の
交
差
点
に
、
右
折
レ
ー

　
ン
を
設
け
る
た
め
の
測
量

　
で
あ
る
。
近
く
に
団
地
の

　
計
画
も
あ
り
、
安
全
性
を

　
高
め
事
故
を
防
ぎ
た
い
。

改良予定の絵馬通り

ささゆり保育園乳児室建設計画

お
り

健全化判断比率

実質赤字比率

（赤字額がないので算定されません）

実質公債費比率

将来負担比率

さ
ん

町
長
の
行
政
報
告

町
長
の
行
政
報
告

教
育
・
生
涯
学
習

教
育
・
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

２２５

１００

１０８

　７８

１６５

４５４

３１５

１７３

４５０

３２２

３９６

３６５

２,０００

８,０００

４５０

ふるさと納税記念品

草の根ハウス改修（佐目）

マイナンバー制度印刷・郵送

新入生通学助成

育児支援助成金

芹川ダム補強工事

合併処理浄化槽補助（河内）

鳥獣害防止対策備品

急傾斜対策工事

道路測量設計委託

中学校給食調理・運搬

文化財発掘調査・新事業

社会福祉基金積立て

中央公民館建設基金積立て

まちづくり基金積立て



◎事業の決算

区　　分 歳　入 歳　出 収　支 事業内容

（万円）

中
央
公
民
館
建
設
に

向
け
、
高
山
市
の
木

造
ホ
ー
ル
を
視
察
し
、

可
児
市
の
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た

委 員 会 審 議 委 員 会 審 議

9 議会広報 たが　２０１５年１１月 8議会広報 たが　２０１５年１１月

　
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
国
保
の
広
域
化
は
。

　
　
国
は
、
平
成
30
年
ま
で

　
に
、
と
考
え
て
い
る
。

　
　
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
方

　
策
は
。

　
　
早
期
発
見
、早
期
治
療
、

　
生
活
習
慣
の
改
善
に
あ
る
。

　
介
護
保
険
事
業

　
　
介
護
予
防
教
室
の
委
託

　
先
は
。

　
　
鈴
木
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー

　
ビ
ス
に
委
託
し
て
い
る
。

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
今

　
後
は
。

　
　
事
業
所
と
し
て
地
域
福

　
祉
活
動
に
取
り
組
む
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
町
内
の
被
保
険
者
数
は
。

　
　
75
歳
以
上
の
方
で
、
１

　
３
０
６
人
で
あ
る
。

　
請
願
を
審
査
し
ま
し
た

◎
高
浜
原
発
の
再
稼
動
に

　
　
　
　
関
す
る
請
願
書

・
採
択
と
し
た
。

◎
所
得
税
法
第
56
条
の

　
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の

　
提
出
を
求
め
る
請
願
書

・
継
続
審
査
と
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

行
政
視
察
研
修

　
３
事
業
の
決
算
、
請
願
２
件
を
審
査
し
ま
し
た

問答問答問答問答

問答

ささえあい
　たすけあいの
　　まちづくり

ささえあい
　たすけあいの
　　まちづくり

ささえあい
　たすけあいの
　　まちづくり

ささえあい
　たすけあいの
　　まちづくり

ささえあい
　たすけあいの
　　まちづくり

ささえあい
　たすけあいの
　　まちづくり

ささえあい
　たすけあいの
　　まちづくり

ささえあい
　たすけあいの
　　まちづくり

　
幼
保
一
体
化
の
事
業

◎
一
体
化
ま
で
の
経
緯

・
社
会
の
変
化

　
　
（
小
子
化
・
核
家
族
化
・

　
　
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
）

・
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

　
　
（
長
時
間
保
育
な
ど
）

・
人
件
費
な
ど
経
費
増
加

◎
保
護
者
の
理
解

・
園
行
事
で
、
幼
稚
園
と
保

　
育
園
が
交
流
を
深
め
る
。

・
広
報
誌
で
一
体
化
を
Ｐ
Ｒ

・
保
護
者
会
で
説
明
を
重
ね
、

　
理
解
を
得
る
。

　
「
幼
児
園
」
の
開
設

◎
幼
稚
園
と
保
育
園
の
良
さ

　
を
活
か
す

・
施
設
は
保
育
園
を
使
用

・
運
営
は
個
々
の
制
度
で

・
１
小
学
校
区
に
１
幼
児
園

・
総
括
的
な
教
育
専
門
官
を

　
配
置
し
て
い
る
。

◎
食
育
の
取
組
み

・
自
校
・
自
園
の
給
食
方
法

　
か
ら
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

　
ー
を
新
設
。

・
幼
児
園
か
ら
小
・
中
学
校

　
ま
で
の
給
食
を
提
供
。

・
幼
児
園
の
給
食
費
を
一
部

　
負
担
し
て
い
る
。

　
木
造
ホ
ー
ル
（
高
山
市
）

◎
地
域
産
材
の
活
用

・
高
山
市
は
森
林
面
積
が
93

　
％
を
占
め
る
。

・
岐
阜
県
産
材
利
用
拡
大
モ

　
デ
ル
事
業
と
し
て
建
設
。

・
ホ
ー
ル
は
３
０
０
席
で
可

　
動
式
。
ス
テ
ー
ジ
は
電
動

　
昇
降
ス
テ
ー
ジ
。

・
環
境
と
景
観
に
配
慮

・
木
の
ぬ
く
も
り
を
生
か
し

　
た
構
造
。

　
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
（
可
児
市
）

◎
高
齢
化
が
進
む
団
地
の
現

　
状
・
市
民
の
４
割
が
開
発
住
宅

　
団
地
に
移
住
し
て
き
た
。

・
団
地
で
の
高
齢
化
が
進
み
、

　
空
き
家
の
数
は
５
年
間
で

　
１
０
０
０
戸
以
上
。

・
25
年
に
空
き
家
・
空
き
地

　
バ
ン
ク
を
開
設
し
た
。

◎
自
治
会
独
自
の
助
け
あ
い
・

　
支
え
あ
い
活
動

・
団
地
内
の
高
齢
化
率
は
42

　
・
３
％
。

・
住
民
同
士
で
買
い
物
な
ど

　
の
移
動
支
援
を
す
る
。

・
高
齢
者
同
士
で
支
え
あ
う

　
活
動
が
進
ん
で
い
る
。

神戸町幼保一体化の取組み神戸町幼保一体化の取組み神戸町幼保一体化の取組み

９　　
　１１

７　　
　２１

７　　
　２２

　
水
道
事
業

　
　
老
朽
管
の
更
新
、
耐
震

　
化
の
進
捗
は
。

　
　
老
朽
管
は
38
％
、
耐
震

　
化
は
17
％
で
あ
る
。

　
　
南
後
谷
浄
水
場
の
軟
水

　
処
理
は
。

　
　
国
の
基
準
３
０
０
度
以

　
内
で
問
題
は
な
い
。

　
下
水
道
事
業

　
　
水
洗
化
率
と
利
用
者
数

　
は
。

　
　
約
90
％
で
６
０
１
１
人
。

　
　
施
設
の
老
朽
化
は
。

　
　
老
朽
化
し
て
い
な
い
が
、

　
今
後
は
維
持
管
理
の
時
代

　
に
入
る
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
萱
原
、
佐
目
地
区
で
の 
 

　
利
用
状
況
は
。

　
　
萱
原
で
１
６
１
人
、
佐

　
目
地
区
で
２
４
７
人
。

　
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興
事
業

　
　
融
雪
装
置
を
設
置
す
る

　
財
源
は
。

　
　
道
路
改
良
費
を
使
う
。

　
　
融
雪
装
置
の
水
源
は
。

　
　
谷
水
を
利
用
す
る
。

　
補
正
予
算
を
可
決

◎
芹
谷
栗
栖
地
域
振
興
事
業

　
　
　
１
２
６
５
万
円 

増

・
融
雪
装
置

・
多
目
的
広
場
の
整
備

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
４
事
業
の
決
算
、
補
正
予
算
１
件
を
審
査
し
ま
し
た

問答問答問答問答

問答問答問答

安全・安心の
　　 まちづくり
安全・安心の
　　 まちづくり
安全・安心の
　　 まちづくり
安全・安心の
　　 まちづくり
安全・安心の
　　 まちづくり
安全・安心の
　　 まちづくり
安全・安心の
　　 まちづくり
安全・安心の
　　 まちづくり

大君ケ畑浄水場

９　　
　１４

岐
阜
県
神
戸
町
の

幼
保
一
体
化
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た

高山市燦燦朝日館 (100席の場合)高山市燦燦朝日館 (100席の場合)

神戸幼児園(長時部と短時部)神戸幼児園(長時部と短時部)神戸幼児園(長時部と短時部)研修の様子（可児市）研修の様子（可児市）研修の様子（可児市）

８億５,６６９

７億５,０５５

９,４４２

５０８

８億５,４０２

７億４,２８３

９,１６７

４９９

２６７

７７２

２７５

９

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

育英事業

◎事業の決算

芹谷栗栖地域振興事業

下水道事業

農業集落排水事業

工業団地緑地管理事業

水道事業

３億４,８１０

４億３,４８０

５,３８５

１,００８

３億１,９７０

３億４,８０９

４億１,２２７

５,０９１

９５７

２億９,２００

１

２,２５３

２９４

５１

２,７７０

区　　分 歳　入 歳　出 収　支 事業内容

（万円）

医療費、特定検診

介護給付、介護予防

広域連合への負担金

奨学資金の給付

集落道整備、地域おこし協力隊

維持管理、清掃委託

施設（２カ所）の維持管理

草刈作業委託

水道使用料、老朽管更新

よ
う
じ
え
ん

ご
う
ど

介護サービスの流れ介護サービスの流れ

さんさんさんさん

か
　
に



町 政 を 問 う

９月定例議会９月定例議会
◎スマートインターの建設計画は

◎芹谷ダム事業の今後は

◎今後の有害鳥獣対策は

◎新中央公民館は必要か
◎｢地方創生総合戦略｣の進捗状況は
○彦根愛知犬上地域ごみ処理施設の誘致は
○スマートインターチェンジ開設に伴う対策事業の展開は

◎クマの被害を防ぐ体制は
◎まちづくり協議会の呼びかけを

◎プレミアム商品券販売実績と活性化の効果は
◎人口減少による自治体運営の消滅は
◎少子化対策は
◎町長の３選への意思は
○庁舎に電光縦型掲示板の設置は

◎町内施設の維持管理は
◎自然水利確保を

◎放課後児童クラブの現状と対応は
◎山間集落での定住化策は
○国民健康保険制度の広域化の問題は

◎総合計画の達成度は

◎河内の風穴の今後は
◎クマ被害の保険は

◎ダブル選挙の根拠は
◎企業誘致と企業立地は
◎米価下落対策は
◎県道大堀多賀線の拡幅は
◎農道の除草（草刈）は

１

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

富永　勉３ Ｐ１３

原田亀雄４ Ｐ１３

川岸真喜５ Ｐ１４

大橋富造６ Ｐ１４

竹内　薫７ Ｐ１５

山口久男８ Ｐ１５

川添武史９ Ｐ１６

深田治夫10 Ｐ１６

土田一善11 Ｐ１７

菅森照雄２ Ｐ１２

田畑喜久弘 Ｐ１２

９月定例議会では１1人が登壇
町政の将来を見据えて
一般質問を行った。

11
人
が
一
般
質
問

11
人
が
一
般
質
問

（※○印は、掲載しておりません。）

11 議会広報 たが　２０１５年１１月 10議会広報 たが　２０１５年１１月

ダ ム 対 策

　
26
年
度
県
事
業
経
過
（
繰

り
越
し
分
）
と
27
年
度
事
業

と
今
後
の
経
過
に
つ
い
て
説

明
を
う
け
現
地
視
察
し
た

議 会 改 革

ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
７　　
　１５

　
　
事
業
が
遅
れ
て
い
る
が
。

　
　
２
年
前
の
台
風
18
号
の

　
影
響
が
あ
る
。

　
　
前
年
度
並
み
の
道
路
予

　
算
は
確
保
で
き
て
い
る
の

　
か
。

　
　
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

　
水
谷
彦
根
線
に
つ
い
て
は

　
間
に
合
わ
せ
た
い
。

　
　
完
成
予
定
は
。

　
　
多
賀
醒
ヶ
井
線
に
つ
い

　
て
は
計
画
的
に
進
め
る
。

問答問答 問答

　
　
芹
谷
振
興
事
務
所
は
27

　
年
度
で
終
わ
る
と
聞
い
た

　
が
。

　
　
継
続
し
た
い
と
思
う
が

　
県
の
判
断
。

　
　
防
雪
事
業
は
。

　
　
水
源
に
問
題
が
あ
る
。

　
　
地
域
活
動
支
援
交
付
金

　
は
。

　
　
む
ら
づ
く
り
懇
話
会
で

　
検
討
。

問答問答問答

県
事
業

町
事
業

定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

　
　
　
　
　議
論
し
ま
し
た

議
会
改
革
特
別
委
員
会
８　　
  　４

　
議
員
定
数
は
妥
当
か

◎
定
数
は
現
状
維
持
。

◎
10
人
が
適
当
。

◎
人
数
が
少
な
い
と
偏
っ
た

　
結
果
に
つ
な
が
る
。

　
報
酬
は
妥
当
か

◎
議
員
の
役
割
を
再
認
識
。

◎
議
員
報
酬
だ
け
で
活
動
で

　
き
る
よ
う
算
定
す
べ
き
。

◎
報
酬
は
現
状
維
持
。

　
傍
聴
者
へ
の
対
応
は

◎
議
案
書
の
閲
覧
、
一
般
質

問
の
通
知
書
を
配
布
。
お
茶

の
提
供

大
滝
山
林
組
合
と

　
　意
見
交
換
を
し
ま
し
た

大
滝
山
林
組
合
と
の
懇
談
会
７　
　　７

　
　
中
央
公
民
館
建
設
に
か

　
か
る
木
材
の
製
材
は
。

　
　
製
材
業
者
に
分
割
発
注

　
す
る
。

　
　
大
滝
山
林
組
合
だ
け
で

　
ま
か
な
い
き
れ
る
の
か
。

　
　
森
林
組
合
や
営
林
組
合

　
に
も
協
力
を
得
た
い
。

　
　
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
市
場

　
単
価
は
。

　
　
原
木
１
　
で
ス
ギ
約
１

　
万
５
千
円
、
ヒ
ノ
キ
約
１

　
万
８
千
円
。

　
　
シ
カ
を
は
じ
め
野
生
鳥

　
獣
や
病
害
虫
に
関
す
る
被

　
害
が
深
刻
で
あ
る
が
。

　
　
テ
ー
プ
巻
や
防
護
ネ
ッ

　
ト
対
策
で
対
応
し
て
い
る
。

　
国
、
県
、
町
な
ど
の
補
助

　
金
を
活
用
し
て
い
る
。

問答問答問答問答

　
　
宿
泊
施
設
の
利
用
状
況

　
は
。

　
　
６
月
末
で
１
３
５
０
人
。

　
　
や
ま
の
こ
事
業
の
実
績

　
は
。

　
　
１
８
８
６
人
。

　
　
企
業
の
研
修
利
用
は
。

　
　
福
利
厚
生
で
利
用
さ
れ

　
る
こ
と
も
あ
る
。

問答答答 問問

・水谷彦根線　 2,320m

・水谷川護岸整備

・甲頭倉～下村
　　（拡幅、落石） 320m

・宮前集落内　　 90m

・上水谷
　　多目的運動広場

・集落道整備

・上水道整備

・ほ場整備（上水谷）

・墓地周辺
　　駐車場整備

町事業 （主なもの）

県事業

現地視察(河内宮前)

宿
泊
施
設
の
現
状
は

町
産
木
材
の
現
状
は

お茶の提供

委員会の様子

ミーティングルームでの懇談会

・
議
員
定
数
と
議
員
報
酬

　
の
妥
当
性

・
議
会
の
組
織
や
委
員
会

　
の
あ
り
方

・
議
会
報
告
会
の
必
要
性

・
開
か
れ
た
議
会
へ

今
後
の
検
討
課
題

質 問 事 項 ページ



①
猟
友
会
員
数
の
減
少
や
高

齢
化
等
に
よ
る
、
成
果
減
少

は
な
い
か
。

②
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
に

基
づ
き
、「
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
」
を
設
置
で
き
、
活
動

経
費
に
対
す
る
特
別
交
付
税

優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
が
、

設
置
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

③
設
置
後
の
有
害
獣
の
動
き

の
把
握
と
対
策
は
。

④
27
年
度
の
捕
獲
計
画
数
は
。

町
長
①
現
在
、
さ
ほ
ど
影
響
は
な

い
が
、
今
後
の
課
題
と
考
え

て
い
る
。

②
既
に
設
置
し
て
お
り
、
特

別
交
付
の
対
象
で
あ
る
。

③
設
置
に
よ
り
被
害
額
は
、 

約
５
千
万
円
か
ら
３
百
万
円

へ
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

④
27
年
度
は
、
シ
カ
１
１
０

０
頭
、
イ
ノ
シ
シ
１
１
０
頭
、

サ
ル
１
０
０
頭
を
計
画
し
て

い
る
。

サルを捕獲する囲いワナ

副
町
長

　
国
土
交
通
省
は
、
６
月
30

日
に
全
国
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
の
計
画
要
望
箇
所
か
ら
、

当
該
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

準
備
段
階
調
査
箇
所
と
し
て

選
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
町
が

要
望
し
て
き
た
条
件
を
理
解

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
国
道
３
０
６
号
と
３
０
７

号
の
交
通
の
要
所
で
あ
り
、

多
賀
大
社
を
は
じ
め
と
す
る

観
光
集
客
数
、
周
辺
地
域
で

操
業
さ
れ
る
企
業
の
数
、
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
利
用
台
数

や
利
用
者
数
な
ど
、
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
向
け

て
好
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
国
の
支
援
を
受
け

て
の
準
備
段
階
調
査
に
お
い

て
、
国
・
県
・
町
な
ら
び
に

中
日
本
高
速
道
路(

株)

の
そ

れ
ぞ
れ
の
機
関
が
調
査
分
担

を
決
め
、
建
設
可
能
条
件
を

整
え
て
い
く
作
業
に
な
る
。

　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ダ
ム
事
業
も
最
終
年
度
と

な
っ
た
。
町
に
と
っ
て
一
番

大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
芹
谷

ダ
ム
建
設
計
画
に
よ
り
、
芹

谷
地
域
は
長
年
ダ
ム
問
題
に

翻
弄
さ
れ
、
社
会
資
本
整
備

が
進
ま
な
か
っ
た
。 

 

21
年
１
月
に
ダ
ム
事
業
が

中
止
に
な
り
、
県
と
町
は
基

本
方
針
の
合
意
を
し
た
。
以

来
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

そ
っ
て
５
年
を
目
途
に
整
備

を
進
め
て
い
る
。

　
今
年
度
で
事
業
が
最
終
年

度
と
な
る
が
、
水
没
地
域
と

県
道
水
谷
彦
根
線
は
ほ
ぼ
完

了
に
近
づ
い
て
い
る
が
、
県

道
多
賀
醒
ヶ
井
線
は
事
業
遅

れ
な
ど
完
了
に
は
程
遠
い
。

　
県
は
芹
谷
地
域
振
興
事
務

所
を
解
散
し
、
湖
東
土
木
事

河内中村地先 (河川・道路)中央公民館建替え

①
第
５
次
総
合
計
画
に
は
、

公
民
館
建
設
の
記
載
が
な
く
、

昨
年
の
生
涯
学
習
あ
り
方
検

討
委
員
会
で
の
基
本
計
画
の

内
容
を
み
て
も
、
建
設
の
必

要
性
は
感
じ
取
れ
な
い
。

②
総
工
費
12
億
円
。
建
設
の

全
貌
が
少
し
ず
つ
見
え
、
反

対
の
意
思
表
示
を
す
る
人
も

い
る
。
建
設
に
対
し
疑
問
を

抱
い
て
い
る
人
に
対
し
、
理

解
で
き
る
説
明
を
。

町
長
①
第
５
次
総
合
計
画
策
定
委

員
会
の
答
申
で
は
、
生
涯
学

習
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
老

朽
化
し
た
公
民
館
を
建
て
か

え
、
各
世
代
の
憩
い
の
場
と

す
る
と
あ
る
。

②
築
37
年
を
経
過
し
、
各
所

で
故
障
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
耐
震
化

な
ど
大
規
模
な
改
修
が
必
要
。

併
せ
て
本
施
設
は
近
隣
の
災

害
拠
点
避
難
所
に
指
定
し
て

お
り
、
近
隣
か
ら
の
要
望
書

も
出
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
環

　
人
口
減
少
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、
町
内

で
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
流

れ
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
な
ぜ
、
今
、
中
央
公

民
館
の
建
設
が
必
要
な
の
か
。

町 政 を 問 う 町 政 を 問 う

富永   勉

　
電
柵
完
備
に
よ
り
被
害
軽

減
が
図
ら
れ
た
と
報
告
を
受

け
た
。
報
告
さ
れ
て
い
な
い

被
害
を
含
む
と
、
ま
だ
ま
だ

深
刻
だ
。
今
ま
で
の
方
法
で

は
限
界
が
あ
り
、
昨
年
よ
り

捕
獲
力
ア
ッ
プ
の
目
的
で
「
ま

る
み
え
ホ
カ
ク
ン
」
が
導
入

さ
れ
た
。

①
捕
獲
力
ア
ッ
プ
の
効
果
は

出
て
い
る
の
か
。

②
金
額
に
見
合
う
効
果
が
あ

れ
ば
、
増
設
す
る
の
か
。

町
長
①
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
個
体
数
調

整
は
、
７
月
末
現
在
で
68
頭
、

26
年
10
月
に
開
始
後
大
幅
に

捕
獲
数
が
増
え
、
強
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

②
金
額
に
よ
る
算
定
は
難
し

い
が
、
今
年
度
１
基
追
加
し

３
基
体
制
で
行
う
。

質問１

｢

地
方
創
生
総
合
戦
略｣

　
　
　
の
進
捗
状
況
は

質
問
２

従
来
か
ら
講
じ
て
き
た

　
　
　
被
害
防
止
策
は

務
所
に
引
継
ぐ
と
の
こ
と
で

さ
ら
に
事
業
遅
れ
が
生
じ
る
。

①
多
賀
町
の
考
え
方
は
。

②
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中

で
早
期
に
着
手
す
る
事
業
は
。

③
地
元
の
方
は
５
年
で
完
了

す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
。

④
芹
谷
地
域
振
興
事
務
所
の

存
続
に
つ
い
て
県
の
見
解
は
。

町
長
①
完
了
す
る
ま
で
は
ダ
ム
事

業
と
し
て
予
算
配
分
さ
れ
る

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
早

期
の
事
業
着
手
を
要
望
し
て

い
る
。

②
安
養
寺
ま
で
の
狭
小
部
分
。

③
町
と
し
て
も
５
年
で
完
了

と
理
解
し
て
い
る
。

④
明
確
な
回
答
が
な
い
。

芹谷ダム事業の今後は

　　　早期の事業完了を要望

質問１

ー町長ー

　
国
土
交
通
省
は
今
年
６
月
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
設
置
に

向
け
た
国
の
支
援
対
象
に
本

町
を
含
む
17
カ
所
を
認
定
し

た
。
２
０
２
４
年
に
彦
根
市

な
ど
と
開
催
予
定
の
国
体
ま

で
に
開
通
を
目
指
す
と
あ
る
。

　
町
は
工
業
団
地
ま
た
多
賀

大
社
へ
の
利
便
性
を
強
調
し

て
き
た
が
、
新
た
な
渋
滞
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
。

　
現
在
の
駐
車
場
だ
け
で
は

収
容
し
切
れ
な
い
台
数
が
想

定
で
き
る
の
に
、
何
の
対
策

も
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
打
開
策
は
あ
る
の
か
。

田畑 喜久弘

今後の有害鳥獣対策は

　計画数の捕獲をめざす

多賀SA 名神高速道路・上り

ー町長ー

質問１

スマートインターの建設計画は

　　　早期実現を目指す
ー副町長ー

原田  亀雄

質問１

新中央公民館は必要か
　生涯学習・災害非難所の
　　　　　拠点として必要
ー
町
長
ー

境
整
備
を
含
め
、
大
き
な
整

備
改
修
が
必
要
で
あ
る
。

　
第
５
次
多
賀
町
総
合
計
画

の
後
期
計
画(

５
年)

と
、
多

賀
町
総
合
戦
略(

５
年)

の
位

置
づ
け
、
関
連
性
と
進
捗
状

況
は
。

町
長
　
総
合
計
画
は
全
般
的
な
施

策
を
進
め
る
た
め
の
指
針
で
、

総
合
戦
略
は
、
主
に
人
口
減

少
問
題
を
克
服
す
る
た
め
の

計
画
で
、
両
者
と
も
に
関
連

性
が
あ
り
、
連
携
を
図
り
な

が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。

菅森  照雄
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大
規
模
な
改
修
や
補
修
等

も
計
画
的
な
実
施
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
計
画
を
作
成

し
、
財
源
も
含
め
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、

あ
く
ま
で
初
期
消
火
に
対
応

す
る
も
の
で
、
大
火
の
場
合

に
は
、
飲
み
水
に
も
影
響
し
、

限
界
が
あ
る
。
　

　
山
間
地
で
の
火
災
の
よ
う

に
、
近
く
に
水
利
が
有
り
な

が
ら
利
用
が
困
難
な
場
所
が

多
く
、
水
利
の
確
保
が
で
き

な
い
の
は
大
変
問
題
で
あ
る
。

　
　
総
務
課
長

　
特
に
萱
原
、
樋
田
、
仏
ケ

後
、
霜
ケ
原
地
域
は
、
消
火

栓
の
容
量
に
限
界
が
あ
り
、

川
と
集
落
と
の
高
低
差
が
大

き
く
、
水
利
の
確
保
は
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
各
字
の
区

長
、
自
警
団
長
、
消
防
団
、

河
川
管
理
の
県
事
務
所
な
ど
、

関
係
者
と
協
議
し
た
い
。

多賀中体育館

②
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
町

　
職
員
が
警
戒
に
あ
た
る
。

　
各
集
落
に
は
継
続
的
な
注

　
意
喚
起
に
努
め
る
。

③
県
は
町
内
18
カ
所
に
調
査

　
地
点
を
設
け
た
。
11
月
に

　
出
さ
れ
る
調
査
結
果
を
今

　
後
の
対
策
に
役
立
て
る
。

　
情
報
共
有
と
連
携
強
化
を
、

　
県
へ
要
望
す
る
。

　
集
落
間
の
支
え
あ
い
の
た

め
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
設
置
に
向
け
た
積
極
的

な
呼
び
か
け
を
し
て
は
。

企
画
課
長

　
む
ら
づ
く
り
活
動
を
、
近

隣
集
落
と
の
交
流
事
業
や
共

同
活
動
へ
と
つ
な
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
広
域
的
な
組
織
づ
く
り
の

必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
の

で
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

産
業
環
境
課
長

①
本
事
業
は
、
国
の
支
援
交

付
金
に
よ
り
実
施
し
、
経
済

効
果
や
そ
の
他
効
果
が
分
析

で
き
る
、
国
指
定
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
用
い
、
消
費
喚
起
効

果
を
国
に
報
告
す
る
。

②
２
０
０
０
セ
ッ
ト
用
意
し

た
が
、
１
０
０
セ
ッ
ト
残
っ

た
。
追
加
で
10
月
頃
に
約
１

０
０
０
セ
ッ
ト
販
売
予
定
。

　
２
０
４
０
年
ま
で
に
人
口

減
少
に
よ
り
自
治
体
運
営
が

消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

報
道
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　

　
町
長
と
し
て
の
所
感
は
。放課後児童クラブ

教
育
総
務
課
長

①
現
在
２
人
の
欠
員
が
あ
り
、

５
人
で
対
応
し
て
い
る
。
募

集
を
し
て
い
る
が
難
し
い
。

引
き
続
き
人
材
確
保
に
努
め

る
。
②
今
後
、
５
年
間
で
県
の
研

修
に
参
加
し
、
資
格
取
得
を

行
い
、
基
準
を
満
た
す
施
設

に
努
め
た
い
。

③
現
在
、
実
施
で
き
て
い
な

い
が
、
研
修
を
行
い
、
資
質

向
上
に
努
め
た
い
。

①
聞
き
取
り
調
査
の
進
捗
状

況
と
内
容
は
。

②
聞
き
取
り
調
査
の
分
析
、

課
題
は
。

　
学
童
保
育
を
必
要
と
す
る

家
庭
が
増
え
て
い
る
。
　
　

　
現
在
、
77
人
の
児
童
が
放

課
後
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
指
導
員
の
欠
員
が
続
き
負

担
が
重
い
。

①
指
導
員
の
人
材
確
保
は
。

②
専
任
の
指
導
員
の
配
置
基

準
は
ど
う
か
。

③
指
導
員
研
修
は
。

町 政 を 問 う 町 政 を 問 う

①
今
回
の
商
品
券
事
業
で
、

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
地
域

経
済
の
効
果
性
に
つ
い
て
分

析
さ
れ
る
の
か
。

②
商
品
券
は
完
売
し
な
か
っ

た
が
、
秋
に
再
販
売
の
計
画

と
聞
く
が
、
追
加
枚
数
は
。

　
施
設
管
理
に
つ
い
て
、
定

期
的
に
点
検
を
し
、
補
修
が

必
要
な
箇
所
は
、
早
期
に
予

算
を
確
保
し
、
直
す
。
そ
れ

が
、
適
切
な
管
理
で
あ
る
と

思
う
。
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ

ど
、
後
手
に
ま
わ
る
。

　
先
日
の
視
察
の
お
り
、
中

学
校
の
体
育
館
の
外
部
柱
に

か
な
り
ひ
ど
い
浮
き
錆
が
発

生
し
て
い
た
。
ま
た
、
さ
さ

ゆ
り
保
育
園
の
外
部
階
段
に

も
錆
が
ま
わ
っ
て
い
た
。

　
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
27
年
度
予
算
で
、
公
共
施

設
総
合
管
理
計
画
策
定
委
託

料
を
認
め
ら
れ
、
策
定
に
向

け
業
務
を
発
注
し
て
い
る
。

従
来
の
各
課
個
別
で
行
う
の

で
は
な
く
、
総
合
的
に
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
、
指
摘
の
あ
っ
た
施

設
の
維
持
補
修
は
、
安
価
で

済
む
う
ち
に
対
処
し
た
い
。

質問１質問１

プレミアム商品券販売実績と活性化の効果は

　より多くの消費喚起効果を期待

質問１

人
口
減
少
に
よ
る

自
治
体
運
営
の
消
滅
は

質
問
２

山
間
集
落
で
の

　
　
定
住
化
策
は

質
問
２

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

　
　
　
　
呼
び
か
け
を

質
問
２

自
然
水
利
確
保
を

質
問
２

少
子
化
対
策
は

質
問
３

町
長
　
既
に
早
く
か
ら
危
機
感
を

持
ち
、
子
育
て
、
人
口
減
少
、

少
子
化
対
策
に
取
組
み
、
今

後
も
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
べ
く
、
推
進
す
る
。

①
少
子
化
対
策
に
よ
っ
て
出

生
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
か
。

②
先
進
地
を
研
究
し
、
良
い

部
分
を
取
入
れ
て
は
。

③
対
策
を
ど
の
よ
う
な
位
置

づ
け
で
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
①
子
育
て
支
援
の
充
実
に
よ

り
、
出
生
率
が
高
く
な
る
。

②
先
進
地
を
視
察
し
、
良
い

部
分
は
取
入
れ
る
べ
き
。

③
町
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
。

町
長
　
立
候
補
す
る
予
定
で
あ
る
。

ー産業環境課長ー

質問１

　
町
内
で
ク
マ
に
よ
る
人
身

事
故
が
起
こ
っ
た
。
冬
眠
前

の
秋
に
は
、
ク
マ
の
活
動
が

活
発
に
な
る
と
言
わ
れ
る
。

今
後
、
人
身
事
故
が
起
き
な

い
た
め
に
も
、
十
分
な
対
策

が
望
ま
れ
る
。

①
事
故
後
の
説
明
会
で
住
民

　
か
ら
の
要
望
は
。

②
通
学
路
、
集
落
内
で
の
警

　
戒
体
制
は
。

③
県
の
調
査
は
。
今
後
の
県

　
へ
の
要
望
は
。

産
業
環
境
課
長

①
殺
処
分
を
望
む
声
が
多
か

　
っ
た
。
銃
器
に
よ
る
殺
処

　
分
は
、
人
身
被
害
の
可
能

　
性
が
高
い
場
合
に
限
ら
れ

　
る
。
森
林
へ
逃
げ
た
場
合

　
は
、
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲
を

　
試
み
る
。

町内施設の維持管理は

　施設総合管理計画を策定

クマ対策、登校時の見守り

クマの被害を防ぐ体制は

　継続的な注意喚起に努める
ー産業環境課長ーー総務課長ー

放課後児童クラブの現状と対応は

　引き続き人材確保にあたる

③
大
滝
地
区
の
児
童
確
保
は
。

④
通
学
支
援
、
公
共
交
通
の

充
実
と
改
善
は
。

⑤
具
体
的
な
施
策
と
予
算
は
。

地
域
整
備
課
長

①
８
月
末
の
時
点
で
、
77
人

中
42
人
の
聞
取
り
を
終
え
、

中
間
協
議
を
実
施
し
、
空
き

家
の
活
用
、
高
校
生
へ
の
交

通
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
、
高
齢
者
向
け
の

事
業
な
ど
多
く
の
意
見
を
い

た
だ
い
た
。

②
「
支
援
対
策
、
意
識
改
革
、

人
口
増
加
、
少
子
化
対
策
、

情
報
発
信
」
の
５
分
類
に
て

考
察
し
た
。
解
決
策
が
容
易

に
見
つ
か
る
も
の
で
は
な
く
、

住
民
と
議
論
が
重
要
。

副
町
長

③
教
育
面
、
住
宅
施
策
、
交

通
対
策
、
定
住
環
境
の
促
進
、

課
題
解
決
策
が
重
要
。

④
多
賀
町
に
ふ
さ
わ
し
い
交

通
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
い
。

⑤
施
策
展
開
を
整
理
し
な
が

ら
、
具
体
的
な
活
性
化
計
画

を
ま
と
め
た
い
。

山口  久男

川岸  真喜竹内　薫

大橋  富造

たがプレミアム商品券

ー教育総務課長ー
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さ
び

さ
び

住民への説明会住民への説明会住民への説明会

町
長
の
３
選
へ
の

　
　
　
　
意
思
は

質
問
４



産
業
環
境
課
長

　
Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
に
対
し
、

米
価
格
を
少
し
で
も
高
く
引

き
受
け
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。
連
携
し
て
多
賀
産
米
の

付
加
価
値
を
上
げ
る
よ
う
取

り
組
む
。

地
域
整
備
課
長

　
引
き
続
き
、
彦
根
市
と
の

協
議
を
進
め
、
町
の
要
望
は

も
ち
ろ
ん
、
彦
根
市
の
来
年

度
の
要
望
事
項
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

産
業
環
境
課
長

　
農
業
者
や
地
域
住
民
が
協

力
し
、
農
道
や
農
地
の
草
刈

り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

作
業
規
模
に
応
じ
て
補
助
金

を
助
成
。
各
集
落
の
愛
護
活

動
で
お
願
い
し
て
い
る
。

ポスター掲示場（24年3月）

監査委員の意見書

町
長
①
26
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、

　
当
初
に
予
算
計
上
し
た
事

　
業
は
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
進

　
捗
し
た
と
考
え
る
。
総
合

　
計
画
の
達
成
に
向
け
取
り

　
組
ん
だ
。
不
用
額
が
生
じ

　
た
の
は
、
効
率
的
な
事
業

　
の
執
行
に
努
め
た
結
果
で

　
あ
る
。

②
順
調
な
進
捗
と
考
え
て
い

　
る
。
土
木
費
、
農
林
水
産

　
業
費
で
は
、
工
事
の
発
注

　
は
順
調
で
あ
る
。

③
優
先
施
策
に
つ
い
て
は
、

　
各
課
か
ら
の
予
算
要
求
を

　
受
け
、
総
合
計
画
の
達
成

　
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、

　
で
き
る
だ
け
早
く
各
課
へ

　
通
知
し
た
い
。
人
事
評
価

　
に
は
、
影
響
し
な
い
。

町
長
　
風
穴
に
は
、
年
間
１
万
５

千
人
が
観
光
に
訪
れ
て
い
る
。

洞
窟
の
総
延
長
も
伸
び
る
と

調
査
さ
れ
て
い
る
。
文
化
財

と
し
て
の
価
値
も
高
い
。

　
現
在
、
風
穴
ま
で
の
道
路
、

駐
車
場
、
ト
イ
レ
等
の
整
備

が
万
全
で
な
く
、
観
光
客
の

み
な
さ
ん
に
不
便
を
か
け
て

い
る
。

　
道
路
に
つ
い
て
は
現
在
、

県
が
整
備
中
で
あ
る
。
駐
車

場
、
ト
イ
レ
は
地
元
住
民
の

皆
様
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

　
学
術
的
価
値
の
あ
る
自
然

を
損
な
わ
な
い
形
で
、
観
光

誘
致
に
取
組
み
た
い
。

夏場の渋滞の様子（河内宮前）

町 政 を 問 う 町 政 を 問 う

　
「
河
内
の
風
穴
」
は
国
内

で
３
番
目
の
延
長
（
約
10
㎞
）

を
誇
る
石
灰
洞
窟
で
あ
る
。

年
間
を
通
じ
て
観
光
客
も
多

い
。
し
か
し
十
分
な
整
備
が

で
き
て
い
な
い
の
は
問
題
で

あ
る
。

　
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
本
多
　
快
　
　
議
員

　
　
　
小
野
　
龍
星
　
議
員

　
　
　
川
添
　
愛
姫
　
議
員

　
　
　
土
坂
　
光
星
　
議
員

　
　
　
濱
野
　
天
勇
　
議
員

　
　
　
岸
本
　
凌
汰
　
議
員

　
　
　
伊
藤
　
槙
　
　
議
員

　
　
　
蓮
井
　
悠
吾
　
議
員

　
　
　
村
田
　
葵
　
　
議
員

　
　
　
鍛
治
谷
明
歩
　
議
員

　
　
　
森
田
　
大
雅
　
議
員

　
　
　
小
財
　
聖
奈
　
議
員

◎
質
問
を
紹
介
し
ま
す

・
多
賀
町
に
住
み
続
け
た
い

　
が
、
住
宅
地
の
開
発
は
　

　
　
　
　
　
（
本
多
議
員
）

・
多
賀
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

　
の
記
念
品
は

　
　
　
　
　
（
小
野
議
員
）

・
ク
マ
被
害
の
対
策
は

　
　
　
　
　
（
川
添
議
員
）

・
多
賀
町
の
獣
害
対
策
は

　
　
　
　
　
（
土
坂
議
員
）

　
来
年
３
月
に
は
、
町
長
と

議
会
議
員
の
選
挙
が
実
施
さ

れ
る
。

①
ダ
ブ
ル
選
挙
に
な
っ
た
根

　
拠
は
。

②
選
挙
運
動
期
間
に
、
県
立

　
高
校
の
入
学
試
験
が
あ
る
。

　
受
験
生
に
配
慮
す
る
日
程

　
に
し
て
は
。

総
務
課
長

①
公
職
選
挙
法
で
は
、
町
長

　
と
議
会
議
員
の
選
挙
を
同

　
日
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
手
続
き
や
投
開
票
事
務
の

　
効
率
化
か
ら
同
日
選
挙
に

　
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
選
挙
の
日
程
に
つ
い
て
は

　
選
挙
管
理
委
員
会
が
28
年

　
３
月
13
日
に
決
定
し
た
。

町
長
　
本
町
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
と
捉
え
、
今
日
ま
で
も
積

極
的
に
企
業
と
接
触
を
図
っ

て
き
た
。

質問１質問１

河内の風穴の今後は

　観光誘致に取組む

質問１

ク
マ
被
害
の

　
　
　
　
保
険
は

質
問
２

米
価
下
落
対
策
は

質
問
３

企
業
誘
致
と
企
業
立
地
は

質
問
２

　
ク
マ
に
よ
る
被
害
へ
の
補

償
が
十
分
で
は
な
い
。
集
落

単
位
で
保
険
に
入
る
な
ど
の

対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
ク
マ
に
よ
る
傷
害
に
特
化

し
た
保
険
商
品
が
な
い
。
傷

害
保
険
の
な
か
に
は
、
日
常

の
事
故
を
保
障
す
る
保
険
も

あ
る
が
、
保
険
料
が
高
く
な

る
。
保
険
加
入
に
つ
い
て
は
、

個
人
で
の
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

　
町
と
し
て
は
、
看
板
設
置

や
目
撃
情
報
の
提
供
な
ど
、

注
意
喚
起
に
努
め
る
。

ー町長ー

　
26
年
度
決
算
で
は
、
町
税

が
増
収
と
な
っ
た
。
進
出
企

業
か
ら
の
法
人
税
増
や
消
費

税
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

交
付
税
は
減
少
し
て
い
る
。

事
業
の
執
行
率
が
低
い
。

①
決
算
で
は
不
用
と
な
っ
た

　
金
額
が
多
い
。
事
業
は
予

　
定
ど
お
り
実
施
し
た
か
。

②
今
年
度
の
事
業
の
執
行
率

　
は
７
月
末
で
20
％
で
あ
る
。

　
土
木
費
と
農
林
水
産
業
費

　
で
、
事
業
の
遅
れ
が
あ
る

　
と
報
告
さ
れ
た
。
現
状
は
。

③
新
年
度
の
予
算
編
成
の
方

　
針
は
。

　
優
先
度
の
高
い
施
策
は
。

　
各
課
か
ら
の
予
算
要
求
と

　
人
事
評
価
と
の
関
係
は
。

ダブル選挙の根拠は

　選挙事務の合理化

総合計画の達成度は

　　　予定どおり進捗
ー町長ーー総務課長ー

川添  武史

深田  治夫

土田  一善

子
ど
も
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
　７
　　３０

12
人
の
議
員
が
登
壇

子
ど
も
の
視
点
か
ら
町
政
を
問
い
ま
し
た
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県
道
大
堀
多
賀
線
の
拡
幅
は

質
問
４

農
道
の
除
草（
草
刈
）は

質
問
５

第5次多賀町総合計画

・
多
賀
町
の
観
光
客
を
増
や

　
す
対
策
は

　
　
　
　
　
（
濱
野
議
員
）

・
多
賀
町
の
災
害
対
策
は

　
　
　
　
　
（
岸
本
議
員
）

・
多
賀
中
学
校
の
歴
史
は

　
　
　
　
　
（
伊
藤
議
員
）

・
多
賀
町
の
文
化
財
保
護
対

　
策
は

　
　
　
　
　
（
蓮
井
議
員
）

・
高
取
山
の
新
し
い
施
設
の

　
利
用
状
況
は

　
　
　
　
　
（
村
田
議
員
）

・
夏
休
み
に
子
ど
も
が
遊
べ

　
る
施
設
の
充
実
は

　
　
　
　
（
鍛
治
谷
議
員
）

・
多
賀
町
の
少
子
高
齢
化
対

　
策
は
　
　

　
　
　
　
　
（
森
田
議
員
）

・
10
年
後
の
多
賀
町
の
姿
は

　
　
　
　
　
（
小
財
議
員
）

子ども議員を紹介します子ども議員を紹介します
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た
が
た
が
い
い
と
こ

い
い
と
こ

い
い
と
こ

再
発
見
！！

再
発
見
！！
第7回

多
賀
と

　　　　尼
子

編
集
後
記

編
集
後
記

　
今
年
は
町
制
60
周
年
で
す
。

11
月
８
日
は
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
暑
い
夏
も
過
ぎ
冬
も
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
本
号
は
皆
さ
ん
の
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
な
ど
、
記
事
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
に
な
り

ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で

見
や
す
く
わ
か
り
や
す
く
、

議
会
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伝

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
田
畑

喜
久
弘
　
記

たたた
ががが
た
が
た
が
いいい
いいい
とととと
こここ

い
い
と
こ

い
い
と
こ

い
い
と
こ

再再再
発発発発発発発
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
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再
発
見
！！

再
発
見
！！

原稿募集！！

あ
な
た
の
住
ん
で
お
ら
れ
る
地
域

の
自
慢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】
多
賀
町
に
お
住
ま
い
の
人

【
応
募
方
法
】
２
０
０
字
程
度

【
募
集
期
間
】
平
成
28
年

　
　
　
　
　
　
　
１
月
５
日（
火
）

◎
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を

　
め
ざ
し
、
取
材
や
写
真
撮
影
も
伺
い
ま
す
。

◎
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議会を傍聴して
みませんか？
議会を傍聴して
みませんか？
議会を傍聴して
みませんか？
議会を傍聴して
みませんか？
１２月定例会の
日程予定

１２月定例会の
日程予定

１２月定例会の
日程予定

※日程は変更になる場合があります。

議会事務局　☎４８－８１２６
　　　　　　　　(有線)２－２０１１

本会議が傍聴できます。会 期

12月３日

12月17日
(15日間)

〜
3日(木） 9：30～

　　議案審議

4日(金） 9：30～

　　一般質問

17日(木）13：30～
　　議案審議

　
　
　
　
大
辻
　
利
信
さ
ん

Ｑ
　
集
落
の
い
い
と
こ
ろ
は
。

Ａ
　
老
若
男
女
が
集
ま
れ
る

イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
住
民
の

絆
づ
く
り
を
主
眼
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ 

伝
統
行
事
は
？

Ａ
　
多
賀
大
社
の
境
内
の
片

隅
で
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む

日
向
神
社
（
式
内
社
）
の
お

祭
り
で
す
。

 

《 

日
向
神
社(

式
内
社) 

》

 

家
内
安
全
・
国
家
安
泰
・

結
婚
成
就
の
ご
利
益
が
あ
る

当
社
は
、
多
賀
大
社
と
縁
が

深
い
神
社
（
摂
社
）
で
あ
り
、

瓊
々
杵
尊
を
お
祀
り
し
て
い

ま
す
。

　
古
く
か
ら
久
徳
村
・
多
賀

村
が
管
理
し
、
現
在
で
は
、

久
徳
・
多
賀
の
氏
子
総
代
さ

ん
が
、
４
月
24
日
と
10
月
１

日
の
例
祭
に
参
列
し
ま
す
。

多 

賀

　
　
　
　
重
盛
　
孝
文
さ
ん

Ｑ
　
集
落
の
い
い
と
こ
ろ
は
。

Ａ
　
多
く
の
行
事
を
通
し
、

住
民
間
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
伝
統
行
事
は
？

Ａ
　
一
年
を
通
し
水
の
絶
え

る
こ
と
の
な
い
、
お
池
さ
ん

の
お
祭
り
で
す
。

　
　
《 
お
池
さ
ん 

》

（
む
か
し
話
が
あ
り
ま
す
）

　
あ
る
日
、
殿
様
が
霊
仙
山

に
狩
り
に
出
た
と
き
、
う
ず

く
ま
り
苦
し
ん
で
い
る
一
人

の
お
姫
様
を
見
つ
け
、
お
屋

敷
に
連
れ
帰
り
、
ま
も
な
く

二
人
は
、
結
婚
し
ま
し
た
。

　
水
浴
び
が
大
好
き
な
奥
様

は
、
毎
日
お
池
さ
ん
に
水
浴

び
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
屏
風
の
隙
間
か

ら
奥
を
覗
く
と
、
白
蛇
さ
ん

が
水
浴
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
奥
様

は
、
山
へ
帰
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
、
大
切
な
水
を
使

わ
せ
て
も
ら
っ
た
お
礼
に
、

か
ん
ざ
し
で
穴
を
掘
り
、
そ

の
穴
が
池
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
６
月
30
日
に
お
祭
り

を
し
て
い
ま
す
。

尼 

子

継
承
伝
統
伝
統

日向神社日向神社

本 殿本 殿

 お池さんの社（やしろ） 参 道
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に
に
ぎ
の
み
こ
と

ひ
ゅ
う
が

の
ぞ
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